
 

名 

 
 

ないとう・かくえもん  

 

福山藩家老、弘道館造営御用掛、内藤氏第８代 

 

経 歴 

生：宝暦８年（１７５８年）ごろ 

没：文政３年（１８２０年）９月２６日、享年６２歳か、実相寺に葬る 

安永９年（１７８０年） ２２歳ごろ 千五百石の家督を嗣ぐ 

天明６年（１７８６年）７月 ２８歳ごろ 弘道館造営御用掛 

天明７年（１７８７年） ２９歳ごろ 佐原義韶が幼少のため、その元服まで城代を勤める 

文化９年（１８１２年） ５４歳ごろ 勇鷹神社創建の総裁 
 

 

生い立ちと学業、業績 

内藤氏第８代、名は景充・潤之助、通称は角右衛門、擴斎・東溝と号した。隠居号東海。一般

には東門大夫（たいふ）と呼ばれた。祖父景尹、父は景良で、安永９年（１７８０年）１５００石の家

督を嗣ぐ。 

 

邸宅を凝翠軒と称し、ここで度々詩会が催され、福山の詩人が悉く集ったという。文化７年（１８

１０年）菅茶山も頼山陽を伴い凝翠軒詩会に臨んでいる。詩酒徴逐を喜び、詩人との交遊が

絶えなかった。 

 

天明７年（１７８７年）、佐原義韶が幼少のため、その元服まで代わりに城代を勤める。勇鷹神

社（今の阿部神社）創建の総裁。 

 

文政３年（１８２０年）９月２６日没、実相寺に葬る。 

 

内藤家は、養嗣子の内藤角右衛門景堅が継いだ。 
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